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　１　営 　業　 収 　益

(１) 給 水 収 益 2,126,780,530

(２) 受 託 工 事 収 益 15,493,360

(３) 他 会 計 負 担 金 10,465,200

(４) そ の 他 営 業 収 益 3,223,694 2,155,962,784

　２　営　 業 　費 　用

(１) 原 水 及 び 浄 水 費 841,528,716

(２) 配 水 及 び 給 水 費 153,088,452

(３) 漏 水 防 止 費 37,483,511

(４) 受 託 工 事 費 20,309,964

(５) 総 係 費 152,814,967

(６) 減 価 償 却 費 768,079,920

(７) 資 産 減 耗 費 25,485,943

(８) そ の 他 営 業 費 用 809,076 1,999,600,549

　 　営　  業  　利　　益 156,362,235

　３　営  業  外  収  益

(１) 受 取 利 息 配 当 金 2,824,146

(２) 受 託 事 務 収 益 33,111,372

(３) 他 会 計 補 助 金 26,634,224

(４) 雑 収 益 55,625,025

(５) 下 水 道 会 計 負 担 金 10,486,510

(６) 長 期 前 受 金 戻 入 246,059,846 374,741,123

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

令和６年度小松市水道事業損益計算書

（単位：円）
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　４　営  業  外  費  用

支 払 利 息 及 び

企 業 債 取 扱 諸 費

(２) 雑　    支 　　 出 4,710,596 38,965,843 335,775,280

経　 常 　利 　益 492,137,515

　５  特   別   利   益

(１) 固 定 資 産 売 却 益 0

(２) 過 年 度 損 益 修 正 益 13,713 13,713

　６　特   別   損   失

(１) 固 定 資 産 売 却 損 0

(２) 過 年 度 損 益 修 正 損 1,769,046

(３) そ の 他 特 別 損 失 0 1,769,046 △ 1,755,333

当 年 度 純 利 益 490,382,182

前年度繰越利益剰余金 26,721,887

そ の 他 未 処 分 利 益
剰 余 金 変 動 額

560,000,000

当年度未処分利益剰余金 1,077,104,069

（単位：円）

(１) 34,255,247
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　１　固　 定 　資 　産

(１)

　　イ 土 地 217,067,227

　　ロ 建 物 585,054,775

減 価 償 却 累 計 額 △ 458,309,758 126,745,017

　　ハ 構 築 物 32,991,498,958

減 価 償 却 累 計 額 △ 17,948,730,310 15,042,768,648

　　ニ 機 械 及 び 装 置 3,920,844,449

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,297,861,504 1,622,982,945

　　ホ 車 両 運 搬 具 34,248,599

減 価 償 却 累 計 額 △ 24,518,874 9,729,725

　　ヘ 工具器具及び備品 29,340,349

減 価 償 却 累 計 額 △ 19,852,552 9,487,797

　　ト 建 設 仮 勘 定 175,160,857

17,203,942,216

(２)

　　イ 庁 舎 利 用 権 88,427,518

　　ロ 電 話 加 入 権 190,900

88,618,418

(３)

　　イ 投 資 有 価 証 券 98,757,065

　　ロ そ の 他 投 資 64,500

98,821,565

17,391,382,199

　２　流　 動   資   産

(１) 3,211,392,621

(２) 219,530,227

(３) △ 4,500,000

(４) 22,203,400

(５) 144,200,000

(６)

イ 2,000,000

2,000,000

3,594,826,248

20,986,208,447

流 動 資 産 合 計

そ の 他 流 動 資 産

貯 蔵 品

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

前 払 金

保 管 有 価 証 券

現 金 預 金

投資その他の資産の
合 計

資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金

未 収 金

そ の 他 流 動 資 産

令和６年度小松市水道事業貸借対照表
（令和７年３月３１日）

（単位：円）

資　産　の　部

有 形 固 定 資 産
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（単位：円）

　３　固　 定   負   債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

1,413,070,947

1,413,070,947

(２)

イ 退 職 給 付 引 当 金 96,252,521

ロ 修 繕 引 当 金 0

96,252,521

1,509,323,468

　４　流 　動 　負 　債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

254,341,638

254,341,638

(２) 590,301,706

(３) 1,877,255

(４) 4,366,491

(５)

イ 賞 与 引 当 金 12,500,000

12,500,000

(６)

イ 預 り 金 191,429,270

ロ 預 り 有 価 証 券 2,000,000

193,429,270

1,056,816,360

　５　繰　 延 　収 　益

(１) 10,988,721,850

(２) △ 5,011,025,475

5,977,696,375

8,543,836,203

　６　資　   本 　　金 9,332,968,313

　７　剰　   余 　　金

(１)

イ 受 贈 財 産 評 価 額 2,299,862

2,299,862

その他流動負債合計

そ の 他 流 動 負 債

長 期 前 受 金 収 益 化
累 計 額

繰 延 収 益 合 計

長 期 前 受 金

前 受 金

資 本 剰 余 金 合 計

引 当 金

引 当 金

企 業 債 合 計

企 業 債

企 業 債 合 計

負 債 合 計

資　本　の　部

未 払 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債 合 計

未 払 費 用

引 当 金 合 計

資 本 剰 余 金

企 業 債

負　債　の　部
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（単位：円）

(２)

イ 減 債 積 立 金 160,000,000

ロ 建 設 改 良 積 立 金 820,000,000

ハ 震 災 対 策 積 立 金 1,050,000,000

ニ
当年度未処分利益
剰 余 金

1,077,104,069

3,107,104,069

3,109,403,931

12,442,372,244

20,986,208,447

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

利 益 剰 余 金
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　　　満期保有目的債券は個別法による原価法による。

　　　　職員の退職手当の支給に備えるため，当年度の退職手当の期末自己都合要支給額

　 (2)　貸倒引当金

　　　　当年度において，不納欠損による損失を計上するため，貸倒引当金2,926,055円

　　　を取り崩している。

      込額を計上している。

　４　消費税及び地方消費税の会計処理

      消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

　２　引当金の取崩し

　　146,062,074円である。

　１　企業債の償還に係る他会計の負担

　　　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に

　 (1)　賞与引当金

　　　　当年度において，期末手当及び勤勉手当を支給するほか，これらに係る法定福

　　　利費を支出するため，賞与引当金12,431,000円を取り崩している。

　 (2)　賞与引当金

　　　　職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため，当

      年度末における支給見込額に基づき，当年度の負担に属する額を計上している。

　 (3)　貸倒引当金

Ⅱ．貸借対照表等関連

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため，不納欠損額の見込みによる回収不能見

償還予定のものも含む。）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は

　 (1)　退職給付引当金

      に相当する金額を計上している。

　　　　機械及び装置　　　　　６～30年

　　　　車両運搬具　　　　　　２～６年

　　　　工具器具及び備品　　　２～20年

　 (2)　無形固定資産

　　　・減価償却の方法　　　　定額法による。

　　　・主な耐用年数

　　　　庁舎利用権　　　　　　65年

　３　引当金の計上方法

【注記】

Ⅰ．重要な会計方針

　２　固定資産の減価償却の方法

　 (1)　有形固定資産

　　　・減価償却の方法　　　　定額法による。

　　　・主な耐用年数

　　　　建物　　　　　　　　　８～50年

　　　　構築物　　　　　　　　10～50年

　１　有価証券の評価基準及び評価方法
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    取り崩すこととしており，当年度は修繕費を支出するため，修繕引当金23,233,182円

　 (3)　退職給付引当金

　　　　当年度において，退職手当を支給するため退職給付引当金22,827,573円を取り崩

　　　している。

Ⅲ．その他の注記

　　新会計基準移行に係る経過措置

 (1)　修繕引当金に関する経過措置

　　　平成26年３月31日以前に引き当てられたものについては，引き続き従前の例により

　　を取崩し，修繕引当金の残額49,273,420円は修繕引当金戻入益とした。
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令和６年度小松市水道事業報告書 

 

１．概 要 

(１) 総括事項 

本市では，飲料水を安定して提供できるよう水道施設の安全かつ適正な運営管理

を行い，より効率的な水道整備を推進してきました。維持管理については，高度経

済成長時に急速に推し進めた施設の更新や延命化，ライフラインの強化に努めてい

ます。 

本年度の総配水量は，13,813,714 ㎥（一日平均 37,743 ㎥）と前年度に比較して

131,737㎥（1.0%）の増加となり，有収水量は，12,784,237㎥（一日平均 34,930㎥）

と前年度に比較して 69,844㎥（0.6%）の増加となりました。 

 

（イ）建設改良事業について 

  老朽管の計画的な更新や道路工事等に伴う布設替などを中心に，布設替工事を総

延長約 1.5ｋｍ施工し，支障関連工事では，下水道工事などに伴う配水管布設替とし

て，村松町外町内で総延長約 0.4ｋｍを施工しました。 

  配水管拡張工事では，観音下町外町内で総延長約 0.5ｋｍを施工しました。 

  施設関連では，上清水揚水場非常用自家発電装置更新工事，簡易水道尾小屋・西

俣地区紫外線処理設備工事等を実施しました。 

  令和４年８月に発生した大雨災害に係る復旧工事として，中ノ峠地区管路災害復

旧工事等を実施し，令和６年能登半島地震により，上水道施設応急復旧工事，水道

支障移設実施設計業務を行いました。下水道災害復旧工事に伴う支障水道管布設替

工事に着手しました。能登半島地震・能登豪雨の能登地区への支援として応急給水

活動を行いました。 

 

（ロ）経営について 

収益的収入は，2,530,717,620円で前年度比 32,909,703円（1.3％）の増加となり

ました。給水収益は 2,126,780,530 円で前年度比 306,887,778 円（16.9％）の増加

となっています。増加の主な要因として，令和５年度にエネルギー価格の高騰によ

る市民等の経済的負担を軽減するため，水道料金の減免を実施したことが挙げられ

ます。なお，令和５年度水道料金減免分前の給水収益（2,113,179,115円）とは前年

度比 13,601,415 円（0.6％）増加しており，給水戸数の増加や大口使用者の使用水

量増加が主な理由です。 

収益的支出は，2,040,335,438円で前年度比 54,708,781円（2.6％）の減少となり

ました。変動の主なものとしては，仮設を伴う工事の減少により，配水及び給水費

の工事費が 14,400,000円で前年度比 32,118,000円(69.0%)減少したことなどにより，

配水及び給水費が 153,088,452円で前年度比 38,073,358円（19.9％）の減少となり

ました。また，原水及び浄水費は 841,528,716円で前年度比 20,294,163円（2.5％）

の増加となりました。 
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なお，企業債の支払利息は，34,255,247 円で前年度比 5,113,154 円（13.0％）の

減少となりました。 

以上，収支差引では 490,382,182円の当期純利益を計上することができました。 

 

令和６年１月１日に発生した能登半島地震では，能登地方などで上下水道施設に

甚大な被害が発生しました。このため，災害に強く持続可能な上下水道システムの

構築に向け，上下水道耐震化計画を策定しました。今後はこの計画に基づき，耐震

化対策を計画的に実施し，災害に備えます。 

また，今後新たに耐用年数を迎える水道管や施設が増加し，老朽化が進行するた

め，計画的な点検や更新工事等による老朽化対策を実施します。 

経営面については，本年度に改定した小松市水道事業経営戦略に基づき，持続可

能な経営を行うため，定期的に投資計画の進捗等を確認し，適正な料金水準の検討

を実施していきます。 

 

今後も「安心・安全・安定した供給の実現」を目指し，計画的かつ効率よく事業

を行い，より「おいしい水」を継続的に提供できるように水道経営に努めてまいり

ます。 
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  (２)　経営指標に関する事項

  〈経営指標の推移〉

R2 R3 R4 R5 R6

経常収支比率 123.72％ 120.31％ 120.78％ 119.35％ 124.14％

料金回収率 120.76％ 117.24％ 118.35％ 99.67％ 120.06％

有形固定資産減価償却率 50.56％ 52.09％ 53.17％ 54.53％ 55.24％

管路経年化率 7.34％ 8.23％ 10.15％ 11.21％ 12.27％

管路更新率 0.31％ 0.31％ 0.22％ 0.28％ 0.20％

　令和６年度決算における経営指標について、経営の健全性を示す経常収支比率は、料金
収入の増加や維持管理費の減少等により前年度比4.79ポイント増の124.14％となり、健全
経営の水準とされる100％を上回っています。
　また、料金水準の妥当性を示す料金回収率は前年度比20.39ポイント増の120.06％とな
り、事業に必要な費用を料金収入で賄えている状況とされる100％を上回っています。増加
原因としましては、令和５年度に水道料金の減免を実施したことによるものです。令和５
年度水道料金減免前の料金回収率（115.73％）との比較では、前年度比4.33ポイント増と
なります。
　償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度比0.71ポイント
増の55.24％、法定耐用年数を経過した管路延長の割合を示す管路経年化率は前年度比1.06
ポイント増の12.27％であるのに対して、当該年度に更新した管路延長の割合を示す管路更
新率は前年度比0.08%減の0.20％となっています。重要度、健全度、耐震性能の視点から優
先度を設定し、引き続き計画的な施設更新を行ってまいります。
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　(３)　議会議決事項

 議案番号  議決年月日 件名

 第  8号  令和6年 3月22日 令和６年度小松市水道事業会計予算

 第 45号  令和6年 6月27日 令和６年度小松市水道事業会計補正予算（第１号）

 第 73号  令和6年 9月30日 令和５年度小松市公営企業会計決算の認定について

 第 74号  令和6年 9月30日
令和５年度小松市公営企業会計未処分利益剰余金の処分につ
いて

 第 99号  令和6年12月23日 令和６年度小松市水道事業会計補正予算（第２号）

 第 16号  令和7年 3月13日 令和６年度小松市水道事業会計補正予算（第３号）
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（単位：円）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 490,382,182

減価償却費 768,079,920

資産減耗費 25,485,943

引当金の増減額（△は減少） △ 91,765,175

長期前受金戻入額 △ 246,059,846

支払利息 34,255,247

受取利息及び受取配当金 △ 2,518,218

固定資産売却損 0

未収金の増減額（△は増加） △ 23,004,391

貯蔵品の増減額（△は増加） △ 1,127,604

前払金の増減額（△は増加） △ 107,991,882

保管有価証券の増減額（△は増加） 0

未払金の増減額（△は減少） 268,874,279

前受金の増減額（△は減少） △ 296,799

預 り 金の増減額（△は減少） 4,474,853

小計 1,118,788,509

利息及び配当金の受取額 2,518,218

利息の支払額 △ 34,255,247

業務活動によるキャッシュ・フロー 1,087,051,480

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 877,797,671

有形固定資産の売却による収入 0

リサイクル預託金の取得による支出 △ 8,820

投資有価証券の取得による支出 △ 98,757,065

短期貸付金による支出 △ 1,400,000,000

短期貸付金の返済による収入 1,400,000,000

国庫補助金等による収入 52,034,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 924,529,556

令和６年度小松市水道事業キャッシュ・フロー計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）
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（単位：円）

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 85,300,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 243,419,620

他会計等からの出資による収入 12,177,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 145,942,620

資金増加額（又は減少額） 16,579,304

資金期首残高 3,194,813,317

資金期末残高 3,211,392,621
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